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第一部【企業情報】
第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】
　　提出会社の状況

回次 第１１期中 第１２期中 第１３期中 第１１期 第１２期

会計期間

自平成22年
　１月 １日
至平成22年
　6月30日

自平成23年
　１月 １日
至平成23年
　6月30日

自平成24年
　１月 １日
至平成24年
　6月30日

自平成22年
　１月 １日
至平成22年
　12月31日

自平成23年
　１月 １日
至平成23年
　12月31日

売上高　　　　　　　（千円） 　　265,514　　223,517　　262,887 641,416 593,126

経常損益（△は損失）（千円） △12,785 △32,037 △7,346 22,409 15,171

中間（当期）純損益
（△は損失）　　　　（千円）

△12,362 △32,513 △8,428 16,284 8,971

持分法を適用した場合の
投資利益　　　　　　（千円）

― ― ― ― ―

資本金　　　　　　　（千円） 3,197,5003,197,5003,197,5003,197,5003,197,500

発行済株式総数　　　　（株） 8,665 8,665 8,665 8,665 8,665

純資産額　　　　　　（千円） 3,066,8113,062,9453,096,0003,095,4583,104,429

総資産額　　　　　　（千円） 4,038,4733,983,6293,999,1173,969,2073,936,906

１株当たり純資産額　　（円） 73,530.2472,977.9077,700.1377,622.6878,904.27

１株当たり中間(当期)純損益
金額（△は損失）　　　（円）

△1,766.11△4,644.76△1,204.112,326.321,281.59

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益金額　（円）

― ― ― ― ―

１株当たり配当額
（優先配当のみ）　　　（円）

― ― ― ― ―

自己資本比率　　　　　（％） 75.9 76.9 77.4 78.0 78.9

営業活動による
キャッシュ・フロー　（千円）

10,028 8,629 27,041 62,535 63,866

投資活動による
キャッシュ・フロー　（千円）

△7,343 △4,362 △7,519 △10,270 △5,620

財務活動による
キャッシュ・フロー　（千円）

△6,475 △15,950 △16,541 △36,425 △36,900

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高（千円）

65,906 73,853 109,862 85,536 106,882

従業員数　　　　　　　（人）
（外、平均臨時雇用者数）

78
　　　（41）

71
　　　（40）

70
　　　（35）

42
　　　（80）

42
　　　（70）

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移については
記載しておりません。

　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。
　　　３．潜在株式調整後1株当たり中間（当期）純利益金額については、第11期、第12期は希薄化効果を有している潜
　　　　　在株式が存在しないため、また、第11期中、第12期中、第13期中については、１株当たり中間純損失であり、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　　４．従業員数は、就業人員数を表示しております。

 
２【事業の内容】
　当中間会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要
な関係会社についても異動はありません。

 

３【関係会社の状況】
　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】
（１）提出会社の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年６月30日現在
 

従業員数（人）
 

７０（３５）

 
セグメントを記載していないため、部門別の従業員数を示すと次のとおりであります。

部門名 従業員数（人） 期間契約従業員数（人） 合計（人）

コース管理部 １３ ９ ２２（　１）

営業部 ２４ ３ ２７（１１）
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総務部   ３ ―  ３（　３）

キャディ部 ― １８ １８（２０）

計 ４０ ３０ ７０（３５）

(注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当中間会計期間の平均人員を（　）外数
で記載しております。

 
（２）労働組合の状況

平成24年6月30日現在、労働組合は結成されておりませんが、労使関係は良好であります。
 

第２【事業の状況】
１【業績等の概要】
（１）業績

当中間会計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災後の復興事業により企業の生産活動の回復がみられる
など、一部では緩やかに持ち直しつつあるものの、雇用環境は依然として悪化しており、さらには南欧諸国の債
務問題を背景とした金融市場の混乱、長期化する円高など、景気回復に対する懸念材料により、先行きが不透明
な状況が続いております。
ゴルフ業界におきましては、消費者の低価格志向がさらに強まるなか、低料金での集客競争に歯止めがかから
ず厳しい経営環境が続いています。
このような状況のなか、当社におきましては、来場者確保に向けた営業体制の強化を図るとともに、引き続き
良好なコースコンディションを提供してまいりました。
その結果、当中間会計期間の業績は、積雪によりオープンが例年に比べ遅れましたが、来場者数は前年より

2,597名増の18,191名となりました。売上高は、来場者の増加に伴い262,887千円（前年同期に比べ39,370千円

増加）となり、営業費用は、人件費の増加などにより240,108千円（前年同期に比べ10,741千円増加）となりま

した。さらに、営業損失は、300千円（前年同期に比べ24,665千円減少）で、経常損失は、7,346千円（前年同

期に比べ24,691千円減少）、中間純損失8,428千円（前年同期に比べ24,084千円減少）となりました。

なお、当社はゴルフ場事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（注）上記金額には消費税等は含まれておりません。

 

（２）キャッシュ・フロー
当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、有形固定資産の取得及び借入金の

　　返済等の支出がありましたが、前中間会計期間末に比べ36,009千円増加し、109,862千円となりました。
当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動の結果によって得られた資金は、27,041千円（前年同期比213.37％の増加）となりました。
これは主に、税引前中間純損失が7,953千円であったものの、減価償却費25,062千円の計上や仕入債務の増加
6,729千円、未払金の増加6,806千円等増加要因があったことによるものです。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資活動の結果よって使用した資金は、7,519千円（前年同期比72.39％の増加）となりました。
これは、クラブハウス改修工事など有形固定資産の取得があったことによるものであります。
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動の結果減少した資金は、16,541千円（前年同期比3.71％増）となりました。
これは主に、１年内返済予定の長期借入金の返済による支出15,000千円があったことによるものであります。
 

２【営業収入の状況】
（１）営業収入実績

当社は、ゴルフ場事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
なお、当中間会計期間の営業の成績を部門別に示すと次のとおりであります。

部門別
当中間会計期間

（自　平成24年1月 1日
　　　  至　平成24年６月30日）

前年同期比（％）

料金収入（千円） １３１，０３２ １１７．６

キャディ収入（千円） ３２，３６８ １１０．０

食堂売上（千円） ４０，０２８ １３０．４

用品売上（千円） ６，６５６ １１５．９

売店売上（千円） ４，４７５ １１１．２

会費収入（千円） ２１，５６１ ９８．８

名義書換料収入（千円） ９，１００ ７６．２

その他の収入（千円） １７，６６６ ２０９．７

合計（千円） ２６２，８８７ １１７．６

　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。
 

（２）収容能力

　　　当ゴルフ場の快適な利用者の限度は、一日当たり両コース合計概ね300人程度であります。
 
（３）来場者実績　
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　　　・月別来場者数　

 
 
月別

前中間会計期間 当中間会計期間
（自　平成23年1月 1日 （自　平成24年1月 1日
至　平成23年6月30日） 至　平成24年6月30日）

メンバー
（人）

ビジター
（人）

合計
（人）

営業日数
（日）

一日平均
（人）

メンバー
（人）

ビジター
（人）

合計
（人）

営業日数
（日）

一日平均
（人）

１月 － － － － － － － － － －

２月 － － － － － － － － － －

３月 183 278 461 10 46 49 122 171 1 171

４月 1,563 2,902 4,465 30 149 1,567 4,3275,894 30 196

５月 1,563 3,617 5,180 31 167 1,577 4,4356,012 31 194

６月 1,404 4,084 5,488 30 183 1,583 4,5316,114 30 204

合計 4,71310,88115,594 101 154 4,77613,41518,191 92 197
割合
（％）

30.2 69.8 100.0 － － 26.3 73.7 100.0 － －

（注）当中間会計期間のうち１月１日から３月30日までの90日は降雪等のため営業をいたしておりません。
 

３【対処すべき課題】
　　当中間会計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。
 

４【事業等のリスク】
当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等
のリスクについての重要な変更はありません。
　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
５【経営上の重要な契約等】
　　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
 

６【研究開発活動】
　　該当事項はありません。
 

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
（１）重要な会計方針及び見積り

当社の中間財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。
この中間財務諸表の作成には、中間会計期間末における資産・負債及び中間会計期間の収入・費用の数値に影響を
与える見積りは、主に資産の評価や引当金の計上等であり、これらの見積り及び判断に対して継続して評価を行なっ
ております。
　　ただし、経営者はこれらの見積りについて過去の実績等を勘案し合理的に判断しておりますが、見積り特有の不確
実性から、実際の結果はこれらの見積りと異なる場合があります。

 
（２）当中間会計期間の経営成績の分析

当社の当中間会計期間における来場者数は、積雪によりオープンが遅れましたが、震災によるコンペなどの予約キ
ャンセルがあった前年に比べ2,597名増の18,191名となりました。売上高も39,370千円増加の262,887千円となり
ました。一方、営業費用は、人件費の増加などにより前年同期に比べ10,741千円増加の240,108千円となり、その
結果、営業損失が300千円、経常損失は7,346千円、中間純損失8,428千円で前年同期に比べ24,084千円減少とな
りました。

 
（３）経営成績に重要な影響を与える要因について

当社を取り巻くゴルフ場業界は、少子高齢化によるゴルフ人口の減少や景気の変動、さらには個人消費の動向が入

場者数に大きく影響を与えます。また、毎年12月中旬から３月上旬までの降雪によるクローズ以外に、夏の猛暑や
風水害などの気象条件による要因で入場者数への影響が大きく、経営努力にもかかわらず天候の異変により入場者数
が大きく減少し、経営成績に重要な影響を与え続けております。

 
（４）経営戦略の現状と見通し

当社といたしましては、メンバーシップとしての品格を保ち、最高のコースコンディションを目指し、会員の皆様
にご満足いただけるようサービスの向上に努める所存であります。
また、倶楽部主催の各種企画コンペ等を含めた積極的な営業活動を行ない、売上の増加を目指してまいります。

 
（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社の資金状況は、営業活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期間に比べ18,411千円増の27,041千円の資
金の獲得となりました。これは主に、税引前中間純損失が7,953千円であったものの、減価償却費25,062千円の計
上や仕入債務の増加6,729千円、未払金の増加6,806千円等増加要因があったことによるものです。
投資活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期間に比べ3,157千円増の7,519千円となりました。これは、
有形固定資産の取得があったことによるものであります。
財務活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期間に比べ591千円増の16,541千円となりました。これは主に、
１年内返済予定の長期借入金の返済による支出15,000千円があったことによるものであります。
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（６）経営者の問題意識と今後の方針について
当社の経営陣は、現在の事業運営の環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めておりま
すが、ゴルフ業界は、引き続きプレー料金の低価格化および過当競争の激化は避けられず、また、さらなる景気の悪
化が予想される中、業界を取り巻く経営環境はますます厳しさを増すものと思われます。
当面は、会員の高齢化が進み来場回数が減りつつありますが、積極的な営業活動を展開し入場者の増加と売上高の
増収を図るため来場者誘致努力により、経営の安定化と魅力あるクラブライフづくりを目指します。

 

第３【設備の状況】
１【主要な設備の状況】
当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 
２【設備の新設、除却等の計画】
当中間会計期間において、前事業年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更は
ありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

 

第４【提出会社の状況】
１【株式等の状況】
（１）【株式の総数等】
①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 　　　　　　　　１７，６００

優先株式 　　　　　　　　　２，４００

計 　　　　　　　　２０，０００

 
②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）

（平成24年6月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年9月26日）

上場金融商品取引所
名又は登録許可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 ７，０００ ７，０００ 非上場・非登録 (注)1.2

優先株式 １，６６５ １，６６５ 非上場・非登録 (注)3.4.5.6.7.8

計 ８，６６５ ８，６６５ ― ―

（注）１　完全議決権であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。
（注）２　当社は単元株制度は採用しておりません。
（注）３　本優先株主のうち、平成13年３月に発行された1,242株、平成13年６月に発行された336株、及び平

成13年８月に発行された５株を有する株主は、平成17年3月29日の当社第５期定時株主総会において、
優先配当金を受ける旨の議案が提出されなかったことにより、優先配当金を受ける旨の株主総会決議があ
るまで議決権を有しております。

（注）４　本優先株主のうち、平成17年12月に発行された45株を有する株主は、平成18年3月28日の当社第
６期定時株主総会において、優先配当金を受ける旨の議案が提出されなかったことにより、優先配当金を
受ける旨の株主総会決議があるまで議決権を有しております。

（注）５　本優先株主のうち、平成18年４月から同年12月に発行された28株を有する株主は、平成19年2月
26日の当社第７期定時株主総会において、優先配当金を受ける旨の議案が提出されなかったことにより、
優先配当金を受ける旨の株主総会決議があるまで議決権を有しております。

（注）６　本優先株主のうち、平成19年３月に発行された１株を有する株主は、平成20年2月26日の当社第８
期定時株主総会において、優先配当金を受ける旨の議案が提出されなかったことにより、優先配当金を受
ける旨の株主総会決議があるまで議決権を有しております。

（注）７　本優先株主のうち、平成20年4月から同年8月に発行された８株を有する株主は、平成21年3月2日
の当社第９期定時株主総会において、優先配当金を受ける旨の議案が提出されなかったことにより、優先
配当金を受ける旨の株主総会決議があるまで議決権を有しております。

（注）８　優先株式の内容は、次のとおりであります。
　　　（1）優先利益配当金

①優先利益配当金
当社は、毎年12月31日現在の優先株式を有する株主（以下「優先株主」という）に対し、普通株式を
有する株主（以下「普通株主」という）に先立ち、優先株式１株につき年5,000円を限度として優先利
益配当金を支払う。
②非累積条項
ある営業年度において優先株主に対して支払う利益配当金の額が優先配当金の額に達しないときは、そ
の不足額は翌営業年度以降に累積しない。
③非参加条項
優先株主に対しては、優先配当金を超えて配当は行わない。

　　　（2）残余財産の分配
当社は、残余財産を分配するときは、優先株主及び普通株主はその持分比率に応じて同等の権利を有す
るものとする。

　　　（3）議決権
優先株主は、法令に別段の定めがある場合を除き、株主総会において議決権を有しない。

　　　（4）優先株式の併合または分割、優先株主の新株引受権等
　　　　　当社は、法令に定める場合を除き、優先株式について株式の併合または分割を行わない。優先株主には、
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新株式、新株予約権、新株予約権付社債の引受権を与えない。
　　　（5）会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無
　　　　　会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。
 
（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 
（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
　　　該当事項はありません。
 
（４）【ライツプランの内容】
　　　該当事項はありません。
 
（５）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備
金残高
(千円)

平成24年１月１日～
平成24年６月30日

― 8,665 ― 3,197,500 ― 54,600

 
（６）【大株主の状況】

平成24年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社本間組 新潟市中央区西湊町通三ノ町3300番地３ 6,037 69.671

株式会社本間造園 新潟市西区小新１丁目５番地２ 1,006 11.610

新潟いすゞ自動車株式会社 新潟市中央区美咲町２丁目２番28号 23 0.265

富士運輸株式会社 新潟市中央区竜ヶ島１丁目７番３号 8 0.092

第一建設工業株式会社 新潟市中央区八千代１丁目４番34号 6 0.069

株式会社新潟放送 新潟市中央区川岸町３丁目18番地 6 0.069

本間技建株式会社 新潟市西区寺地983番地３ 6 0.069

本間道路株式会社 新潟市中央区柳島町１丁目５番地１ 6 0.069

本間東邦株式会社 新潟市中央区美咲町１丁目２３番２号 6 0.069

株式会社
リンコーコーポレーション

新潟市中央区万代５丁目11番30号 6 0.069

株式会社興和 新潟市中央区新光町６番地１ 5 0.058

株式会社伊藤組 新潟県新発田市島潟1273－１ 5 0.058

株式会社東邦アーステック 新潟市中央区医学町通２番町11番地 4 0.046

株式会社バイタルネット 仙台市青葉区大手町１番１号 4 0.046

吉田農事株式会社 新潟県新発田市島潟203－１ 4 0.046

　　　　　　計　 　　　　　　　― 7,132 82.308

（注）議決権の有無に差異はありません。

 
（７）【議決権の状況】
①【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 優先株式　１，６６５ １，６６５ （注）

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　７，０００ ７，０００ ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 ８，６６５ ― ―

総株主の議決権 ― ８，６６５ ―

（注）「１（１）②発行済株式」の「内容」の記載を参照。
 
②【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（数）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２【株価の推移】
　　当社は非上場であり、かつ店頭登録もしておりませんので、該当事項はありません。
 

３【役員の状況】
　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
１．中間財務諸表の作成方法について

　　　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第
38号。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（平成24年１月１日から平成

24年６月30日まで）の中間財務諸表について、公認会計士宗直樹氏、荻原大輔氏の中間監査を受けております。
　

３．中間連結財務諸表について
　　　当社は、子会社はありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】
（１）【中間財務諸表】
①【中間貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年12月31日)

当中間会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 106,882 109,862

売掛金 2,689 9,867

たな卸資産 5,070 7,966

前払費用 9,374 23,600

未収入金 1,241 35,716

その他 1,498 5,084

貸倒引当金 △1,108 △919

流動資産合計 125,647 191,178

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※2
 437,701

※2
 436,773

構築物（純額） 322,633 312,573

土地 ※2
 1,388,832

※2
 1,388,832

コース勘定 1,592,901 1,594,476

リース資産（純額） 9,500 12,202

その他（純額） 43,196 40,640

有形固定資産合計 ※1
 3,794,765

※1
 3,785,498

無形固定資産

借地権 3,945 3,945

電話加入権 943 943

リース資産 － 5,999

無形固定資産合計 4,888 10,888

投資その他の資産

長期前払費用 267 214

破産更生債権等 163 163

保険積立金 11,187 11,187

差入保証金 150 150

貸倒引当金 △163 △163

投資その他の資産合計 11,604 11,552

固定資産合計 3,811,259 3,807,938

資産合計 3,936,906 3,999,117
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年12月31日)

当中間会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,347 8,077

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 30,000

※2
 30,000

1年内返済予定の長期株主借入金 5,000 5,000

未払金 6,626 17,053

未払費用 18,962 46,839

リース債務 1,900 4,265

未払法人税等 4,672 4,254

未払消費税等 4,776 3,536

その他 21,616 53,595

流動負債合計 94,901 172,622

固定負債

長期借入金 ※2
 634,500

※2
 619,500

株主、役員又は従業員からの長期借入金 95,000 95,000

リース債務 8,075 15,994

固定負債合計 737,575 730,494

負債合計 832,477 903,116

純資産の部

株主資本

資本金 3,197,500 3,197,500

資本剰余金

資本準備金 54,600 54,600

資本剰余金合計 54,600 54,600

利益剰余金

利益準備金 949 949

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △148,619 △157,048

利益剰余金合計 △147,670 △156,099

株主資本合計 3,104,429 3,096,000

純資産合計 3,104,429 3,096,000

負債純資産合計 3,936,906 3,999,117
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②【中間損益計算書】
（単位：千円）

前中間会計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 223,517 262,887

売上原価 19,116 23,080

売上総利益 204,400 239,807

販売費及び一般管理費 229,367 240,108

営業損失（△） △24,966 △300

営業外収益 ※1
 2,587

※1
 2,266

営業外費用 ※2
 9,659

※2
 9,312

経常損失（△） △32,037 △7,346

特別損失 － ※3
 606

税引前中間純損失（△） △32,037 △7,953

法人税、住民税及び事業税 475 475

法人税等合計 475 475

中間純損失（△） △32,513 △8,428
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③【中間株主資本等変動計算書】
（単位：千円）

前中間会計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

株主資本

資本金

当期首残高 3,197,500 3,197,500

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 3,197,500 3,197,500

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 54,600 54,600

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 54,600 54,600

資本剰余金合計

当期首残高 54,600 54,600

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 54,600 54,600

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 949 949

当中間期変動額

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 949 949

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 △157,591 △148,619

当中間期変動額

中間純損失（△） △32,513 △8,428

当中間期変動額合計 △32,513 △8,428

当中間期末残高 △190,104 △157,048

利益剰余金合計

当期首残高 △156,641 △147,670

当中間期変動額

中間純損失（△） △32,513 △8,428

当中間期変動額合計 △32,513 △8,428

当中間期末残高 △189,154 △156,099

株主資本合計

当期首残高 3,095,458 3,104,429

当中間期変動額

中間純損失（△） △32,513 △8,428

当中間期変動額合計 △32,513 △8,428

当中間期末残高 3,062,945 3,096,000

純資産合計

当期首残高 3,095,458 3,104,429

当中間期変動額

中間純損失（△） △32,513 △8,428

当中間期変動額合計 △32,513 △8,428

当中間期末残高 3,062,945 3,096,000
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前中間会計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純損失（△） △32,037 △7,953

減価償却費 24,838 25,062

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △189

長期前払費用の増減額（△は増加） 44 52

受取利息及び受取配当金 △2 △3

支払利息 9,659 9,287

有形固定資産除却損 － 606

売上債権の増減額（△は増加） △4,034 △7,178

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,368 △2,896

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,574 △1,239

その他の流動資産の増減額（△は増加） △40,658 △52,420

仕入債務の増減額（△は減少） 6,707 6,729

未払金の増減額（△は減少） 7,171 6,806

預り金の増減額（△は減少） △141 3,183

その他の流動負債の増減額（△は減少） 52,550 56,729

その他の固定負債の増減額（△は減少） － 563

小計 19,154 37,142

利息及び配当金の受取額 2 3

利息の支払額 △9,577 △9,154

法人税等の支払額 △950 △950

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,629 27,041

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,362 △7,519

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,362 △7,519

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △15,000 △15,000

リース債務の返済による支出 △950 △1,541

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,950 △16,541

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,683 2,980

現金及び現金同等物の期首残高 85,536 106,882

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※
 73,853

※
 109,862
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【重要な会計方針】
１．資産の評価基準及び評価方法
（１）たな卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用して

おります。

 
２．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産（リース資産は除く）

定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　２～46年　
構築物　　２～39年
機械装置　２～17年

（２）無形固定資産（リース資産は除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

（３）リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 
３．引当金の計上基準
（１）貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
　　　債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

 
４．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
手許現金、随時引き出し可能な預金となっております。

 
５．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項
（１）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
 

【会計方針の変更】
　　該当事項はありません。
 
【表示方法の変更】
　　該当事項はありません。
 

【追加情報】
当中間会計期間
（自平成24年1月1日
　　至平成24年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
当中間会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関
する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の
適用指針」（企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日）を適用しております。
 

 
【注記事項】
（中間貸借対照表関係）
　　※１　有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度 当中間会計期間
（平成23年12月31日） （平成24年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　584,073千円 　602,565千円
 
※２　担保資産及び担保付債務

　　　　　担保に供している資産は次のとおりであります。

 前事業年度 当中間会計期間
 （平成23年12月31日） （平成24年６月30日）

建物 　　　　　　　　432,212千円 　　　　　　　　431,312千円
土地 　　　　　　　1,380,333 　　　　　　　1,380,333

　　　　計 　　　　　　　1,812,546 　　　　　　　1,811,645

 
　　　　　担保付債務は次のとおりであります。

 前事業年度 当中間会計期間
 （平成23年12月31日） （平成24年６月30日）

１年内返済予定の長期借入金 　　　　　　　  30,000千円 　　　　　　　　30,000千円
長期借入金 　　　　　　　 634,500 　　　　　　　 619,500
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（中間損益計算書関係）
　※１　営業外収益のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 　前中間会計期間 　当中間会計期間
 （自　平成23年１月１日 （自　平成24年１月１日
 　　至　平成23年６月30日) 　　至　平成24年６月30日)

受取利息 　　　　　　　　　　　　2千円 　　　　　　　 　　　　3千円
雑収入 　　　　　　　　　　2,584 　　　　　　　　　 2,074
貸倒引当金戻入額 　　　　　　　　　　　 － 　　　　　　　　　　 189

 
　※２　営業外費用のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 　前中間会計期間 　当中間会計期間
 （自　平成23年１月１日 （自　平成24年１月１日
 　　至　平成23年６月30日) 　　至　平成24年６月30日)

支払利息 　　　　　　　　　　9,659千円 　　　　　　　　　　9,287千円
 
　※３　特別損失のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 　前中間会計期間 　当中間会計期間
 （自　平成23年１月１日 （自　平成24年１月１日
 　　至　平成23年６月30日) 　　至　平成24年６月30日)

建物除却損 　　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　294千円
工具、器具及び備品除却損 　　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　312

 
　※４　減価償却実施額

 　前中間会計期間 　当中間会計期間

 （自　平成23年１月１日 （自　平成24年１月１日

 　　至　平成23年６月30日) 　　至　平成24年６月30日)

有形固定資産 　　　　　　　　 　24,838千円 　　　　　　　　　 24,633千円
無形固定資産 　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　  　428

 

（中間株主資本等変動計算書関係）
前中間会計期間　（自　平成23年1月1日　至　平成23年６月30日）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数（株）

当中間会計期間
増 加 株 式 数
（株）

当中間会計期間
減少株式数（株）

当中間会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 ７，０００ ― ― ７，０００

優先株式 １，６６５ ― ― １，６６５

　　　　合計 ８，６６５ ― ― ８，６６５

自己株式 　　　― ― ― 　　　―

 
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

 
３．配当に関する事項
該当事項はありません。

 
当中間会計期間　（自　平成24年1月1日　至　平成24年６月30日）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数（株）

当中間会計期間
増 加 株 式 数
（株）

当中間会計期間
減少株式数（株）

当中間会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 ７，０００ ― ― ７，０００

優先株式 １，６６５ ― ― １，６６５

　　　　合計 ８，６６５ ― ― ８，６６５

自己株式 　　　― ― ― 　　　―

 
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項
　　該当事項はありません。
 
３．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。
 
（中間キャッシュ・フロー計算書関係）
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前中間会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年６月30日）

※      現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対
照表に掲記されている科目の金額との関係
　　　　　　　　　　　　（平成23年６月30日現在）
　現金及び預金勘定　　　　　　　　　　73,853千円
預入期間が３か月を超える定期預金　　　　　 ―　
現金及び現金同等物　　　　　　　　　73,853千円
 

※      現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照
　表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　（平成24年６月30日現在）
　現金及び預金勘定　　　　　　　　　　109,862千円
預入期間が３か月を超える定期預金　　　　　　―　
現金及び現金同等物　　　　　　　　　109,862千円
 

 
（リース取引関係）
　所有権移転外ファイナンス・リース取引
　　（１）リース資産の内容

有形固定資産
　　　　　電磁乗用カート（車両運搬具）、ゴルフ場精算システム及びコンピューター（工具、器具及び備品）であります。

　無形固定資産
　　　　前事業年度（平成23年12月31日）

該当事項はありません。
　　　　当中間会計期間（平成24年６月30日）
　　　　　ソフトウェアであります。
 
（２）リース資産の減価償却の方法
　　　　重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。
 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が、適用初年度開始前のリース取引に
ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており、その内容は下記のとおりであります。

 
（１）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額、減損損失累計額相当額及び中間期末（期末）残高相当額
　　　前事業年度（平成23年12月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 取得価額相当額 減価償却累計額相当額 期末残高相当額

車両運搬具 　　　20,454千円　 　　　　14,123千円 　　　6,331千円
工具、器具及び備品 　　　 9,768 　　　　 9,279 　　　　488

合計 　　　30,222 　　　　23,402 　　　6,819

（注）取得価額相当額は、未経過リース料期末残高が有形固定資産の期末残高等に占める割合が低いため、支払利
子込み法により算定しております。

 
　　　当中間会計期間（平成24年６月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 取得価額相当額 減価償却累計額相当額 期末残高相当額

車両運搬具 　　　20,454千円　 　　　　15,584千円 　　  4,870千円
工具、器具及び備品 　　　 9,768 　　　　 9,768 　　　 　 0

合計 　　　30,222 　　　　25,352 　　  4,870

（注）取得価額相当額は、未経過リース料中間期末残高が有形固定資産の中間期末残高等に占める割合が低いため、
支払利子込み法により算定しております。

 
（２）未経過リース料中間期末（期末）残高相当額等

 前事業年度
（平成23年12月31日）

当中間会計期間
（平成24年６月30日）

１年内　 　　　　　　 　3,410千円 　　　　　 　2,922千円
１年超 3,409 　　　　　 　　1,948　　

合計　 　　　　　　 　6,819 　　　　　 　　4,870　　

（注）未経過リース料中間期末（期末）残高相当額は、未経過リース料中間期末（期末）残高が有形固定資産の中間
期末（期末）残高等に占める割合が低いため、支払利子込み法により算定しております。

（３）支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償却費相当額及び減損損失

 前中間会計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成24年1月1日

　　　至　平成24年６月30日）

支払リース料  　　2,437千円 　　　　　 　　1,949千円
減価償却費相当額 2,437 　　　　　 　　1,949

 
（４）減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

 
（金融商品関係）
前事業年度（平成23年12月31日）
金融商品の時価等に関する事項
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　　平成23年12月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
時価把握することが困難と認められるものは、次表には含めておりません。

 貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

（1）現金及び預金 　　１０６，８８２ 　　１０６，８８２ ―

（2）売掛金 　　　１，５８０ 　　　１，５８０ ―

（3）未収入金 １，２４１ １，２４１  

資産計 　　１０９，７０４ 　　１０９，７０４ ―

（1）買掛金 　　　１，３４７ 　　　１，３４７ ―

（2）未払金 　　　６，６２６ 　　　６，６２６ ―

（3）長期借入金（１年内
含む）

６６４，５００ ６６４，５００ ―

（4）長期株主借入金（１年内
含む）

　１００，０００ 　１００，０００ ―

（5）リース債務（1年内含む） ９，９７５ ８，６２５ △１，３５０

負債計 　７８２，４４９ 　７８１，０９８ △１，３５０

（注）金融商品の時価の算定方法
（資産）
（1）現金及び預金、（2）売掛金、（3）未収入金
これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価格と近似していることから、当該帳簿価格によっております。

　（負債）
（1）買掛金、（2）未払金
　　　これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。
（3）長期借入金（１年内含む）、（4）長期株主借入金（１年内含む）
長期借入金は、借入利率見直し日から期間が経過していないため、時価と帳簿価額が近似していることから当該帳
簿価額によっております

（5）リース債務（1年内含む）
元利金の合計額を同様のリース取引を行なった場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しておりま
す。

 
当中間会計期間（平成24年６月30日）
　金融商品の時価等に関する事項
　　平成24年６月30日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりであります。
　　なお、時価を把握することが困難と認められるものは含まれておりません。

 中間貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

（1）現金及び預金 　　１０９，８６２ 　　１０９，８６２ ―

（2）売掛金 　　　９，８６７ 　　　９，８６７ ―

（3）未収入金 ３５，７１６ ３５，７１６  

資産計 　　１５５，４４７ 　１５５，４４７ ―

（1）買掛金 　　　８，０７７ 　　　８，０７７ ―

（2）未払金 　　１７，０５３ 　　　１７，０５３ ―

（3）長期借入金（１年内
含む）

６４９，５００ ６４９，５００ ―

（4）長期株主借入金（１年内
　　含む）

１００，０００ 　１００，０００ ―

（5）リース債務（1年内含む） ２０，２５９ １７，７０２ △２，５５７

負債計 ７９４，８８９ 　７９２，３３２ △２，５５７

（注）金融商品の時価の算定方法
（資産）
（1）現金及び預金、（2）売掛金、（3）未収入金
これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　（負債）
（1）買掛金、（2）未払金
　　　これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。
（3）長期借入金（１年内含む）、（4）長期株主借入金（１年内含む）
長期借入金は、借入利率見直し日から期間が経過していないため、時価と帳簿価額が近似していることから当該帳
簿価額によっております

（5）リース債務（1年内含む）
元利金の合計額を同様のリース取引を行なった場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しており
ます。

 
（有価証券関係）
（１）前事業年度（平成23年12月31日）
　　　該当事項はありません。
（２）当中間会計期間（平成24年６月30日）
　　　該当事項はありません。
 
（デリバティブ取引関係）
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（１）前事業年度（平成23年12月31日）
　　　当社は、デリバティブ取引は、全く行っていないので該当事項はありません。
（２）当中間会計期間（平成24年６月30日）
　　　当社は、デリバティブ取引は、全く行っていないので該当事項はありません。

 
（ストック・オプション関係）
（１）前中間会計期間（自　平成23年1月1日　至　平成23年６月30日）
　　　該当事項はありません。
（２）当中間会計期間（自　平成24年1月1日　至　平成24年６月30日）
　　　該当事項はありません。
 
（持分法損益等）
（１）前事業年度（平成23年12月31日）
　　　該当事項はありません。
（２）当中間会計期間（平成24年６月30日）
　　　該当事項はありません。
 
（資産除去債務関係）
（１）前事業年度（平成23年12月31日）
　　　当社ゴルフ場の土地の一部は、賃貸借契約によっておりますが、当該契約は、自動継続となっており、かつ、ゴル

フ場以外の利用の可能性が不可能であることから、契約解除となる蓋然性が極めて低いため資産除去債務を計上して
おりません。

（２）当中間会計期間（平成24年６月30日）
　　　当社ゴルフ場の土地の一部は、賃貸借契約によっておりますが、当該契約は、自動継続となっており、かつ、ゴル

フ場以外の利用の可能性が不可能であることから、契約解除となる蓋然性が極めて低いため資産除去債務を計上して
おりません。

 
（賃貸等不動産関係）
（１）前事業年度（平成23年12月31日）

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。
（２）当中間会計期間（平成24年６月30日）

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

 
（セグメント情報等）

【セグメント情報】
Ⅰ　前中間会計期間（自　平成23年1月1日　至　平成23年６月30日）
　　　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
Ⅱ　当中間会計期間（自　平成24年1月1日　至　平成24年６月30日）
　　　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
 

【関連情報】
Ⅰ　前中間会計期間（自　平成23年1月1日　至　平成23年６月30日）
　　１．製品及びサービスごとの情報
　　　　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省
　　　略しております。
 
　　２．地域ごとの情報
　　（１）売上高
　　　　　本邦の外部顧客への売上高が、中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。
 
　　（２）有形固定資産
　　　　　当社の有形固定資産は、すべて本邦に所在しているため、記載を省略しております。
 
　　３．主要な顧客ごとの情報
　　　　当社は中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手方がいないため、記載はありません。
 
Ⅱ　当中間会計期間（自　平成24年1月1日　至　平成24年６月30日）
　　１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省
　　　略しております。
 
　　２．地域ごとの情報
　　（１）売上高
　　　　　本邦の外部顧客への売上高が、中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。
 
　　（２）有形固定資産
　　　　　当社の有形固定資産は、すべて本邦に所在しているため、記載を省略しております。
 
　　３．主要な顧客ごとの情報
　　　　当社は中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手方がいないため、記載はありません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】
前中間会計期間（自　平成23年1月1日　至　平成23年６月30日）
　該当事項はありません。
当中間会計期間（自　平成24年1月1日　至　平成24年６月30日）
　該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】
前中間会計期間　（自　平成23年1月1日　至　平成23年６月30日）
　　該当事項はありません。
当中間会計期間　（自　平成24年1月1日　至　平成24年６月30日）
　　該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
前中間会計期間　（自　平成23年1月1日　至　平成23年６月30日）
該当事項はありません。
当中間会計期間　（自　平成24年1月1日　至　平成24年６月30日）
該当事項はありません。

 
（１株当たり情報）

 前中間会計期間
（自　平成23年1月1日
至　平成23年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成24年1月1日
至　平成24年６月30日）

１株当たり中間純損失金額(△) △4,644.7６円 △1,204.11円

（算定上の基礎）   

　中間純損失金額（△）（千円） △32,513 △8,428

　普通株主に帰属しない金額（千円） 　　　　　　　　　― 　　　　　　　　―

　普通株式に係る中間純損失金額（△）
（千円）

△32,513 △8,428

　普通株式の期中平均株式数(株)
7,000 7,000

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、１株当たり中間純損失が計上されており、また、潜在
株式が存在しないため記載しておりません。

 

 前事業年度
（平成23年12月31日）

当中間会計期間
（平成24年６月30日）

１株当たり純資産額 78,904.27円 77,700.13円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額(千円)
3,104,429 3,096,000

純資産の部の合計額から控除する金額
(千円)

（2,552,100） （2,552,100）

普通株式に係る中間期末（期末）の
純資産額(千円)

552,329      543,900

１株当たり純資産額の算定に用いられた
中間期末（期末）の普通株式の数（株）

7,000        7,000

 
（重要な後発事象）
　該当事項はありません。
 
（２）【その他】

該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
 
当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。
 
（１）有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第12期）（自　平成23年1月1日　至　平成23年12月31日）平成24年3月26日
関東財務局長に提出

 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 
該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成24年９月25日

 
株式会社　紫雲ゴルフ倶楽部
　　　　　　　　　取締役会　御中

 
宗公認会計士事務所

公認会計士　　　宗　　　直　樹　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻原公認会計士事務所

公認会計士　　　荻　原　大　輔　　㊞

 
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社紫雲ゴルフ倶楽部の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの第13期事業年度の中間会計期

間（平成24年１月１日から平成24年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益

計算書、中間株主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について

中間監査を行った。

 
中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表

を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を

作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。

中間監査の基準は、私たちに中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断

を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、

これに基づき中間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手

続きの一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、私たちの判断により、不正又は誤謬による中

間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではな

いが、私たちは、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表

の作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及び

その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私たちは、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

私たちは、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社紫雲ゴルフ倶楽部の平成24年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間

（平成24年１月１日から平成24年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報

を表示しているものと認める。

 
利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以上

 

（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　　２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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